
例）地域産学連携キャリア／ものづくり教育支援コーディ
 ネータ事業－理科実験教室プロジェクト（経済産業省モデル事業）
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○子ども達の理科離れを防ぐため、平成１９年度は文部科学省との連携の下、小学校の理

 科の授業に、地元企業の技術者やＯＢ人材等の外部講師を派遣し、実社会と結びついた

 理科の授業の実施を支援
○地域産業界とネットワークを有する企業・NPO等を「コーディネーター」として配置し、

 
「特

 別講師」の発掘・派遣を支援するとともに、学校と企業の双方のニーズに応じた理科授業

 プログラムを作成・提供。

①外部人材確保に向けた団体
・機関への働きかけ

②事業説明会の企画・実施
③外部人材の選定
④研修の企画・実施
⑤配置計画の策定
⑥勤務実績のとりまとめ
⑦配置校への指導・助言
⑧外部人材発掘を行う
外部機関との連携・調整

⑨成果報告

＜地域コーディネーター＞

①「特別講師」の発掘支援

②学校と企業双方が取り
組みやすい理科授業
プログラムを作成・提供。

企業・ＮＰＯ等

教育委員会

配
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＜全国コーディネーター＞

①外部人材のＤＢを構築

②参考となるサンプル・
プログラムを作成・提供。

連
携

＜各地域でのイメージ図＞
配
置

※人材の発掘・提供、
理科授業案の提供の

 
面から、教育委員会を

 
強力にバックアップ

※全国１０プログラム程度
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